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研究成果の概要（和文）：本研究は，行動指標および生理指標の観点から，自閉症スペクトラムのパターン認知処理機
構を検討しようとするものである。行動指標から，統制群では視覚処理に対するパターンの複雑さの影響が認められた
ものの，自閉症傾向群ではその影響が認められず，複雑なパターンも十分に処理できることが分かった。この傾向は，
生理指標でも確認された。パターンの複雑さを反映すると考えられている脳波成分（P300）を用い，自閉症傾向群の脳
波を検討した。結果から，複雑なパターンであっても，処理負荷が小さいことが明らかとなった。
本研究では，以上に加えて，アレキシサイミア（感情障害）やADHDのパターン認知についても検討した。

研究成果の概要（英文）：This study investigated effects of the spatial complexity of configurations on 
visual short-term memory (VSTM) capacity for individuals from the general population differing on 
autism-spectrum quotient (AQ) scores. Considering behavioral data, we found that VSTM capacity for simple 
configurations was larger than for complex configurations in individuals reporting Low AQ, whereas for 
individuals reporting High AQ, there were no significant differences between these configurations. 
Considering physiological data, we found that similar to simple patterns, complex patterns were 
efficiently encoded in the High AQ.
Further, we examined pattern recognition properties in relation to Alexithymia traits and children with 
ADHD.

研究分野：認知科学
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１．研究開始当初の背景 
自閉症への支援を効率的に展開するため
には，自閉症に関する基礎知見（認知機能）
を理解する必要がある。しかしながら，医学
的診断がある臨床群に対して，認知機能を解
明するための心理物理実験を実施すること
は，実験時間・拘束性から困難が伴う。この
ことが，自閉症の認知特性を十分に検討でき
ない理由の一つと考えられる。 
最近の心理学や神経科学の知見から，自閉
症傾向は定型発達者の中にも連続的に分布
することが示唆されている（自閉症スペクト
ラム）。したがって，定型発達者のなかで自
閉症スペクトラムの個人差を実験変数とし
て導入することで心理物理実験が実施可能
となり，自閉症の認知機能の解明が進むと考
えられる。 
 
２．研究の目的 
「目の前の物体が何であるか」を認知する
「物体認知機能」は，対象を認識する際に重
要な役割を担う。物体を認識することは日々
の生活において必須の処理であり，日常の知
覚世界には「単純な物体/複雑な物体」，「対称
な物体/非対称な物体」など，様々な認知的基
準（ゲシュタルト特性）が存在する。本研究
の目的は，定型発達者を対象とした自閉症ス
ペクトラムにおけるパターン認知処理機構
（複雑さ）について，行動指標および生理指
標の観点から検討を行なうことであった。 
 
（１）自閉症傾向者におけるパターン認知処
理特性の検討 
① 行動指標 
行動実験（変化検出課題）を用いて，自閉
症傾向者のパターン認知処理特性について
検討を行なった。特に，複雑なパターンと単
純なパターンに対する検出成績を調べるこ
とで，パターンの複雑さに対する反応特性に
ついて検討を行なった。 
 
② 生理指標 
 脳波実験（事象関連電位）を用いて，自閉
症傾向者のパターン認知処理特性について
検討を行なった。行動実験で得られた結果に
ついて，生理学的基盤を探究することが目的
であった。 
 
３．研究の方法 
（１）自閉症傾向者におけるパターン認知処
理特性の検討 
① 行動指標 
 定型発達の大学生・大学院生を対象として，
実験を実施した。まず，120 名の参加者に対
して自閉症傾向を測定する AQ 質問紙
（Autism-spectrum Quotient: Baron-Cohen 
et al. 2001）を実施した。得点分布を考慮
して，自閉症傾向群（n = 11）と統制群（n = 
9）を抽出した（カットオフポイントは，
Baron-Cohen et al. (2001) お よ び

Woodbury-Smith et al. (2005) の基準を用
いた）。次に，両群に対して，変化検出課題
を実施した。 
 変化検出課題では，様々な傾きをもった 9
つの白色線分が，300，500，900ms の提示時
間により反復提示された。参加者の課題は，
反復提示される画面に含まれる線分の傾き
が同じか異なるかを強制二肢選択法によっ
て判断することであった。自閉症傾向群と統
制群で，単純/複雑なパターンに対する検出成
績を比較した。 
 
② 生理指標（事象関連電位） 
定型発達の大学生・大学院生を対象として，
実験を実施した。まず，217 名の参加者に対
して自閉症傾向を測定する AQ 質問紙
（Autism-spectrum Quotient: Baron-Cohen 
et al. 2001）を実施した。得点分布を考慮
して，自閉症傾向群（n = 11）と統制群（n = 
11）を抽出した（カットオフポイントは，
Baron-Cohen et al. (2001) お よ び
Woodbury-Smith et al. (2005) の基準を用
いた）。次に，両群に対して，変化検出課題
を実施し，その際の脳波を測定した。 
変化検出課題は，目標刺激（S1）と比較刺
激（S2）が同じか異なるかを強制二肢選択法
によって判断することであった。自閉症傾向
群と統制群で，単純/複雑なパターンに対す
る脳波成分（P300）を比較した。 
 
４．研究成果 
（１）自閉症傾向者におけるパターン認知処
理特性の検討 
① 行動指標 
 分析の結果から，提示時間が長い条件 
(900 ms) において，統制群では単純なパタ
ーンの方が複雑なパターンよりも検出成績
が良かった。一方，自閉症傾向群では単純な
パターンと複雑なパターンとの間に検出成
績の違いは見られなかった。これは，予備実
験（Takahahsi & Gyoba, 2012）を再現する
結果であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1. 行動実験の結果 
 



統制群の結果は，パターンの複雑さに依存
して検出成績が変容することを示しており，
先行知見を再現した。一方で，自閉症傾向群
では，パターンの複雑さの影響が認められな
かった。自閉症傾向群では，一般的に見られ
るパターンの複雑さの影響が認められない
と推測できる。 
 自閉症の知覚特性に関して，「中枢統合の
脆弱性仮説（Frith, 1989）」が提案されてい
る。この仮説では，自閉症は種々の知覚情報
どうしの統合および全体情報処理に困難を
示すことが指摘されている。この仮説に基づ
いて考察すると，本研究における自閉症傾向
群は，全体情報処理に困難を示すために，刺
激が配置されたパターンの複雑さに影響を
受けなかったことが推測できる。結果的に，
単純なパターンであれ複雑なパターンであ
れ，同程度の検出成績が見られたものと言え
る。この可能性は，次の生理指標においてよ
り詳細に検討される。 
 
② 生理指標（事象関連電位） 
分析の結果から，自閉症傾向群および統制
群において，S1 提示後の 300-500ms で P300
が観察された。特に右半球で，統制群では単
純なパターンの方がP3bの振幅が大きかった。
一方，自閉症傾向群ではパターンの複雑さの
影響は見られなかった。また，自閉症傾向群
の方が統制群よりも複雑なパターンに対す
る P300 の振幅が大きかった。 
P300 の振幅は，視覚表象の符号化効率を反
映すると考えられる。このことから，統制群
では，単純なパターンの方が符号化効率が高
かったと考えられる。つまり，単純なパター
ンの方が複雑なパターンよりも符号化され
やすいことを示している。一方，自閉症傾向
群では，パターンの複雑さに関わらず視覚表
象の符号化効率が高かったと推測できる。 
 脳波実験の結果は，①行動実験の結果を再
現した。つまり，統制群では，一般的に言わ
れているように，単純なパターンの方が複雑
なパターンよりも符号化効率が高かった。一
方で，自閉症傾向群では，パターンの複雑さ
に関わらず符号化効率が高かった。 
 自閉症の知覚特性に関する「中枢統合の脆
弱性仮説（Frith, 1989）」では，全体情報処
理の困難が指摘されており，結果的に「ロー
カル・バイアス（局所情報処理の優位）」が
見られるとしている。一方で，「知覚機能促
進仮説（Plaisted et al., 2006）」では，自
閉症はそもそも局所情報処理に優位性が見
られるとしている。これらの仮説から本研究
の結果を考察する。中枢統合の脆弱性仮説に
基づくと，全体情報処理が必要とされる複雑
なパターンにおいて，自閉症傾向群は統制群
よりも P300 の振幅が有意に小さい（符号化
が進まない）と推測できる。しかしながら，
結果は，自閉症傾向群の方が統制群よりも振
幅が大きかった。したがって，自閉症傾向群
では，そもそもの局所情報処理が優位である

ため，複雑なパターンにおける P300 の振幅
が大きくなったと推測できる。つまり，本研
究の自閉症群は，全体情報処理には困難を示
さず，局所情報処理に優位性を保持している
ため，結果的にローカル・バイアスが生じた
ものと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2. 脳波実験の結果 
 
 
（２）本研究の発展：アレキシサイミアおよ
びＡＤＨＤ児におけるパターン認知処理特
性の検討 
 本研究の発展として，アレキシサイミアお
よびＡＤＨＤ児のパターン認知処理特性に
ついても検討を行なった。アレキシサイミア
では，顔パターン認知に関する検討を実施し，
ＡＤＨＤでは漢字パターン認知に関する検
討を実施した。 
 
① アレキシサイミアの顔パターン認知特性 
 アレキシサイミアとは，失感情症と呼ばれ，
他人や自分の感情認知に困難を示す状態で
ある（Sifneos, 1973）。本研究では，顔パタ
ーン認知研究の観点から，アレキシサイミア
の表情認知について検討を行なった。結果か
ら，アレキシサイミアの表情認知特性として，
怒り顔認知には問題がなく，幸福顔認知に困
難が見られることを突き止めた。これまでの
研究では，アレキシサイミアは全ての感情に
ついて認知しづらいことが指摘されてきた。
しかし，本研究では，怒り顔などの脅威刺激
に対する反応事態では，アレキシサイミアも
統制群と同じように迅速な検出を行なえる
ことを示した。一方で，迅速な対応が必要と
されにくい幸福顔では，アレキシサイミアの
認知の弱さが認められた。 
 
② ＡＤＨＤの漢字パターン認知特性 
 ＡＤＨＤ児を対象として，漢字パターン認
知研究の観点から，書字の困難さに関する要
因を検討した。特に，鏡映文字の発生メカニ
ズムについて心的回転課題を用いて実験心
理学的検討を行なった。実験の結果，実験群
（発達障害）は統制群（定型発達幼児）より
も，鏡映変換が必要な条件に おいて有意な
成績の低下が見られた。このことから，ＡＤ
ＨＤ児が表出する鏡映文字は，文字認知の際
の鏡映変換における困難が影響を及ぼして
いるものと考察された。 
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